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サイトの概要

子
育
て
情
報
サ
イ
ト

“
み
は
ら
子
育
て
ね
っ
と
”を
開
設

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
会
員
の
募
集

住宅用太陽光発電システムの設置費を補助します
補助件数　290件程度（申し込み先着順）
補助金額　１kW当たり３万円（上限15万円）
対�　　象　自ら居住する市内の住宅に太陽光発電システム
を設置する人、またはシステム付き住宅を購入する人で、
市税を完納している人
※住宅は、自宅兼店舗、家主の同意を得た借家を含みます
が、集合住宅は除きます。
※申請は一人１回で、一戸につき１回です。
申�し込み　設置工事の７日前までに、申請書（生活環境課に
用意）に必要書類を添えて、生活環境課へ

　
今
月
１
日
、子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
一
元
的
に
発
信
す
る
サ
イ
ト“
み
は
ら
子
育

て
ね
っ
と
”を
開
設
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
登
録
を
す
れ
ば
、自
由
に
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

子育てを楽しく！

問
子
育
て
支
援
課

☎
０
８
４
８・67・６
０
４
５

子育てマップ
　子育て関連施設の検索ができます。

子育て情報コーナー
　行政サービスを中心に、年齢別・シーン
別に必要な情報が検索できます。

地域活動情報
　子育て支援に関する活動団体のイベン
ト情報などが検索できます。

サイトを見るには・・・

URL  http://mihara.ikuji365.net/

 みはら子育てねっと  で   検索

　

フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト・
セ
ン
タ
ー
で

は
、
依
頼
者（
依
頼
会
員
）か
ら
の
依
頼
に
基

づ
き
、
支
援
者（
提
供
会
員
）が
子
育
て
の
手

伝
い
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
人

は
、
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象

▼�

依
頼
会
員
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
、
６
カ
月
～
小
学
６
年
生
の
子
ど

も
の
保
護
者

▼�

提
供
会
員
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、

援
助
活
動
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
人

内�

容　
保
育
所・幼
稚
園・小
学
校
な
ど
へ
の

送
迎
や
そ
の
前
後
の
預
か
り
、
子
ど
も
が

軽
度
の
病
気
の
と
き
や
保
護
者
に
急
用
が

で
き
た
と
き
の
預
か
り
な
ど

料�

金　
月
～
金
曜
日（
７
時
～
19
時
）＝
６
０
０

円
／
時
間
、
そ
の
他
＝
７
０
０
円
／
時
間

※
食
事
代・お
や
つ
代
な
ど
は
、別
途
実
費
負

担
と
な
り
ま
す
。

用�

意
す
る
物　
写
真（
縦
３
㎝
×
横
2.4
㎝
）２

枚
、
印
鑑
、
本
人
確
認
の
で
き
る
物

※
子
育
て
支
援
課
で
は
、
写
真
撮
影
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

申�
し
込
み　
申
込
書（
子
育
て
支
援
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）を
子
育
て
支
援

課
へ

携帯電話専用サイトのバーコード

▲
▲新しく開設した“みはら子育てねっと”

●�携帯電話専用サイトも
あります

問生活環境課　☎0848・67・6179
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無
料
可
燃
ご
み
処
理
券
を

交
換
し
ま
す

　
ご
み
の
減
量
に
よ
り
、余
っ
た
平
成
23
年
度
無
料
可
燃
ご
み
処
理
券（
オ

レ
ン
ジ
色
）の
交
換
を
し
ま
す
。

　
券
は
、
１
枚
20
円
で
換
算
し
、
ご
み
袋
や
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
と
交
換
し

ま
す
。

※
啓
発
用
無
料
可
燃
ご
み
処
理
券
は
、
交
換
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

と�

き　
５
月
１
日（
火
）～
７
月
31

日（
火
）８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま

す
。
た
だ
し
、
７
月
16
日（
月
）の

祝
日
は
、
環
境
管
理
課
だ
け
で
交

換
し
ま
す
。

と�

こ
ろ　
環
境
管
理
課（
宮
沖
五

丁
目
）、各
支
所
の
地
域
振
興
課

方�

法　
申
請
書（
窓
口
に
用
意
）と

余
っ
た
無
料
可
燃
ご
み
処
理
券

を
交
換
場
所
へ

〈
個
人
の
場
合
〉

　
枚
数
に
応
じ
て
、
金
額
相
当
分

の
品
物
と
交
換
し
ま
す
。

交
換
品

　
30
枚　
エ
コ
バ
ッ
グ

　
20
枚　
洗
濯
用
洗
剤

　
10
枚　
無
添
加
石
け
ん（
２
個
）

　
５
枚�　
ご
み
袋
45
リ
ッ
ト
ル
用

（
透
明・黒
）

　
４
枚�

以
下　
啓
発
用
無
料
可
燃

ご
み
処
理
券

〈
団
体
の
場
合
〉

　
市
に
登
録
し
て
い
る
資
源
回
収

団
体（
子
ど
も
会
、老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
）や
町
内
会
な
ど
に
、枚
数
に
応

じ
た
金
額
を
団
体
名
義
の
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

用�

意
す
る
物　
団
体
名
義
の
振
込

先
の
分
か
る
物
、
代
表
者
の
印

鑑

私
た
ち
の
ま
ち
の
財
政
状
況
を
見
て
み
よ
う
！

新地方公会計制度による市の財務情報
　全国との比較を可能にする“普通会計ベース”と、本市のすべての会計を含めた“連結ベース”
について、平成22年度決算に基づき①〜④の表を作成しました。

　負債（借金）と純資産（企業会計でいう自己資本）をそれぞれいくら使って、資産を形成したか
を表しています。

　①の貸借対照表の資産2,361億円と負債739億円を人口で割ると、市
民一人あたりの資産とこれから負担する負債が計算できます。
　一人あたりの資産　235万円　〔231万円〕
　一人あたりの負債　  74万円　〔  71万円〕

※人口は、100,444人（平成23年3月31日現在）
で計算しています。
※〔　〕内は、平成21年度の数値。

　企業会計のようなやり方で財務書類を作成し、
市の財政状況を別の角度から見るものです。

　福祉サービスやごみ収集など、行政サービスの提供にかかった費用（経常行政コスト）と、そ
のサービスの利用料など（経常収益）の状況を表しています。

　②の行政コスト計算書の純経常行政コスト377億円を人口で割ると、
市民一人あたりの行政サービスに対する負担額が計算できます。
　行政サービスを受けるために、一人あたり38万円〔35万円〕を負担し
ています。

　１年間に純資産がどのように動いたかを表しています。

　現金収入と支出がどのように増減したかを表しています。
　資金残高は、翌年度の行政サービスの財源となります。

貸借対照表

市民一人あたりの資産
と負債

市民一人あたりの行政
コスト

新地方公会計制度って？

行政コスト計算書

純資産変動計算書

資金収支計算書

1

その１

その２

2

3

4

 資産 2,361億円 〔 3,090億円〕 負債 739億円 〔 1,126億円〕
市が持っている財産の金額 　借入金（地方債・企業債）など、将来の

世代が負担する金額 【内訳】
公共資産 2,226億円 〔 2,903億円〕
　（道路・公園・学校・庁舎など）
投資等 79億円 〔 98億円〕 純資産 1,622億円 〔 1,964億円〕
　（基金や出資金など） 　これまでの世代が負担してきた金額
流動資産 56億円 〔 89億円〕
　（現金、未収入の税・使用料など）

 経常行政コスト（Ａ） 395億円 〔 745億円〕
 【内訳】

人にかかるコスト （人件費など） 83億円 〔 94億円〕
物にかかるコスト （維持管理費や減価償却費など） 125億円 〔 170億円〕
移転支出的なコスト （社会保障給付や補助金など） 176億円 〔 457億円〕
その他のコスト （地方債の利子など） 11億円 〔 24億円〕

 経常収益（Ｂ） （使用料や分担金など） 18億円 〔 256億円〕
 純経常行政コスト（Ａ−Ｂ） 377億円 〔 489億円〕

 期首（平成21年度末）の純資産残高（Ａ） 1,621億円 〔 1,952億円〕
 変動額（Ｂ）（平成22年4月1日〜平成23年3月31日） 1億円 〔 12億円〕
 【内訳】

純経常行政コスト △ 377億円 〔 △ 489億円〕
その他（地方税・補助金など） 378億円 〔 501億円〕

 期末（平成22年度末）の純資産残高（Ａ＋Ｂ） 1,622億円 〔 1,964億円〕

 期首（平成21年度末）の資金残高（Ａ） 8億円 〔 73億円〕
 資金増減額（Ｂ）（平成22年4月1日〜平成23年3月31日） 1億円 〔 4億円〕
 【内訳】

経常的収支 （収入と支出の差し引き） 103億円 〔 114億円〕
公共資産整備収支 △ 31億円 〔 △ 36億円〕
投資・財務的収支（借入金の返済や貸付金などの差し引き） △ 71億円 〔 △ 74億円〕

 負担割合の変更による差額（Ｃ） − 〔 5億円〕
 期末（平成22年度末）の資金残高（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 9億円 〔 82億円〕

※〔　〕内は、連結ベース。

※〔　〕内は、連結ベース。

※〔　〕内は、連結ベース。

※〔　〕内は、連結ベース。

連 結 ベ ー ス
普 通 会 計 ベ ー ス

・公営企業会計（水道など８会計）
・公営事業会計（国民健康保険など５会計）
・一部事務組合（世羅中央病院企業団など７会計）
・土地開発公社

・一般会計
・特別会計（港湾事業など５会計）

●平成22年度は、土地開発公社の解散に伴い、地方債のうち第三セクター等改革推進債を33億円借り入
れました。このことが、資産と負債の増加に影響しました。

か ら 分 か る こ と
※全て普通会計ベースのみ記載しています。

▲交換できるごみ処理券

4つの表

問
財
政
課

☎
０
８
４
８・67・６
０
２
８

問
環
境
管
理
課

☎
０
８
４
８・63・１
２
１
０


